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透過電子顕微鏡(TEM)の更新について

東嶺孝一

本日の報告内容 に
にι 1、!日設舗の状況と申請・採択について

2、有機試料舟TEMの更新

3、高分解能TEMの更新

4、データ伊~(H-7650， JEM-ARM200F) 

5、原子分解能観察のために

¥」ノ

12010年6月25日技術サービス部業務報告会

i日設備の状況:有機試料用T豆M

-平成5年導入以来共通設備として広く利用されてきた

・共通装置としてのTEMが15年近く使用されている

・過去3年聞に起きた主要な故障

老朽化が毒毒しいにもかかわらず、本学の教
官寄・研究プログラムに欠かせない設備として
利用されて泰た。(率戒19童手渡ヰ20件13研
究室31名(数負、学生、研究員〉の利用)

平成20年 3月 高蓄電圧がかからないトラブル
最近の機種の特長(旧設備では得られない性能)

1月 ビームが不安定になるトラブル

平成19年 10月 排気系統が停止するトラブル

ヰ月 ビームが不安定になるトラブル

平成18年 7月 ビームが不安定になるトラブル

2月 レンズ畿務氷;漂れトラブル

-最近は本来最高の性能が出る120kVの加速電圧が

かからなくなり、 100kVでも放電が起ることがあり、電
子ビームの不安定化が多発している。

・レンズの冷却水系統の劣化が著しく、近い時期に使

用できなくなる可能性が高い。

-有機試料の高コントラスト像

-各種自動化機能による容易な操作

-元素マッピング

.3次元トモグラフィー(立体)像
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-平成5年導入以来共通設備として広〈利用

・共通装置止してのTEMが15年近〈値用きれている

・平成17年度より本学の技術サービス制度(有償)で
地域の企業に対して依頼測定の機会を提供している

・平成19年度より文部科学省の先端研究施設共用イ
ノベーション創出事業「京都・先端ナノテク総合支援ネッ
トワーク」で他太学の利用も積極的に促進している

・問題点

近年増設したCCDカメラはPCによって

制糊されるが、顕微鏡本体はPCによっ

て制御されず、また顕微鏡本体の状態

もPCへ選倍されない。

EDX装雪景にマッピングの機能iま無く、
ポイントでの灘定のみである。

平成20年の利潤件数 171件14研究室
(教員、研究長による続問、および、技僚隊
員、支援研究震による依頼測定)

観察対象:半導体材料、セラミクス、金属ナノ
粒子、カーボンナノチューヅ、微生物等、
殺々な穏懇の材料の観壊が行われている

最近の機種の特畏(旧設備では得られない性能)

o PCによる顕微鏡本体の制御

・元素マッピング

oSTEM(走査透過電子顕微鏡)

[透過曜子顛微鏡更新の必要性(申講時資料から)1 

有機試料用透過電子顕微鏡(TEM)

有機材料のナノメータースケール
での構造解析に用いられる

高分解能透過電子顕微鏡(HRTEM)

結晶性材料の原子レベルでの構造解析
(HRTEM)と続料に含まれる徴譲元議の
分析(毘DX)Iこ用いられる

G - リアル…耐科…の
教育研究プログラムにとって基盤となる設備

中期目標・中期計画

・先端的な研究設備を用いたマテリアルサイエンス大学践教曹

・ナノテクノロジーと計算科学に基いたマテリアルの基礎研究を還しての環境調
医療・情報通信用材料の開発

・その主要な柱としてナノメータースケールで設計・制御された有機材料の研究、
あるいは、原子レベルで設計・制御された結晶性材料の研究
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設備マスタープラン(分析等装置等の更新計画)

ι 

工面E
ι 

生盤皇室呈

現有設備の利用状況や問題点、最新機器の利点や価格
などについて調査(説明資料、申請書類等で使用)

・各メーカーのプレゼン

.TEM所有機関への聞き取り調査

・デモ機の実地調査ι 

すEM試料調整システ

平成21年震教育研現議盤設備充実

倒:高分解能TEM導入に固する主なできごと

2009.3.17補正予算の照会

5月他機聞のTEM担当技術職員へ照会

6月 メーカー各社によるプレゼン

メーカー各社のデモ機調杢

導入説明会

・仕様策定義員会や導入説明会等
を経て仕様の決定

重A量E

e電j線、飽響、建欝設備等の増設、
移設、撤去等

・税者設備の麗薬、移設を含む工事
スケジュールの調懇

・摺迎設備の導入

7月電源等工事の調査

8月仕様書案説明会

10月入札説明会

11月 関係者聞の打ち合わせ

12月 メーカー確定(以降、下記工程表参照)

ー
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H-7650 

JEM-ARM200F(TEMISTEM) 

本学に既存のものと異なる新し
いタイプの電子顕微鏡

Scanning Transmission 
Electron Microscope 

収差補正機能付

JEM-ARM200F 
加速電圧:200kV 
電子銃:ショットキー電界放出銃
分解能:0.08nm(走査透過像)
0.19nm(透過顕微鏡粒子像)
0.10nm(透過顕微鏡格子像)

倍率:100-150，000，000 (走査透過像)
50一2，000，000(透過顧微鏡像)
照射系収差補正装置:組み込み

加速電圧:120 kV 
電子銃:Wフィラメント
分解能:0.2nm(格子像)、 0.36nm(粒子像
倍率:200ー600，000倍(Zoomモード)

50-1，000倍(Lowmagモード)

試料傾斜:::!:::60
o 

(55ホルダ使用時)
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H-7650 
白金ナノ粒子のTEM像 (120kV) 

H-7650 
白金ナノ粒子担持カーボンナノチューブ (120kV)
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H-7650 

白金ナノ粒子担持カーボンナノチューブのEDSスペクトル

J EM-ARM200F 

Si(110)のHAADF-STEM像とラインプロファイル

| もEJII 喝主亀 有毒島 知地 噌喝 索、 恥海 唱も 「弘、 | 

l按華 ，.i".~~ .... <If::$併殺 .:易 今週V ヂ挙 ♂~タ ザイ
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ト ~骨骨11砂事u申告。昔主筆k-~._E 主~

|務等 書噂 要事_*-'4 事鳴 撃事 普有害 港予 司;;:
_. w .伊 ra_*_.-*_*酔~

|智 Y守 勢申 告"1 + 'li号 事舟 !Jザ 附岬 ~ 岨4

- 唱曲 lIIi協 晶バ緑色 時降 、 骨 先場勘 号、量 動 h 令骨 | 

Ilm 毒JI"長 零時 昨も~ 事誕 l'fj猛 ~ 制
| ι骨 旬牢 骨場 時畢 i1掛 時毎 春時 弘n 世~

l抑制付制 l r;~_..，.日 BI 、J 判
ト +骨 妙首 辛勝 #福 が島 ぺz'l 必卦 晶n ，W 

Siの構造モデル(ダイヤモンド構造)
111 器噌 車窓 事申 が暗 合組 碍本 日/￥~
L 語句-恥軍 司m 岨年置 を領 rJi噂 惨 事 喰寝起 略事担 |

|斗~単宅待問屯巷 4長 d 村村t1m州

ド がiIJ> ""重労 串骨 告す 薩00;島啓 量一事 婦Il量 挙手 |

I晶、品 前面P 私事 や也 事~栴 m'J 司弘元 理、 啓司

h 鴻品 1，.1(， 辛1iIIl酔 也容 串奇 a.;易 噂寿 司陸毒 帯地 |

• *_aii 宇一戸 ~キ すlf.1i ザ酎--~
ぎ
o 70 

1 唾噌 宮司E 事事 骨格 r.í噛~ 鞍 :l? Oi'砂 嘩事 |--も-恥 セ恒 司令~伊~ぞ 型 h 年叫 ヨー1

L ・・・・・・・・・』 添市 阿持 動品 世帯 事 骨 ~兄島 司幅 | 
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甘 "". _ _ ...... が命 秒 2事 長争~宇 #神官 按，*， ~酔 |

Si(110) 左図の青色部のラインプロファイル
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JEM-ARM200F 
金ナノ粒子のHAADF-STEM像

JEM-ARM200F 
EDSマッピングの例
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[涼子分解能観察のためにl
-浮遊磁場

→アクティブ磁場キャンセラで排除(ただし、センター雪量気皇室設繍やセンター装置の増設、移動が
あった場合、再調整が必裂となる可能性がある。体9000での観察中、 Scan~争Zoom切り替え時
など、比較的大きな鷺流変動があった場合には、ノイズとして現れる可能性がある。)

-音・声

→ブース、吸音材、鏡衝のカバーなどで対処(ただし、 H-9000使用者の話し芦が、議会によって
ノイズの原閣となる可能性がある。〉

・風・温度・気圧変動

一ゅ室内のき芝譲は轄射パネルによるため無風。霊遣は一定に傑たれる。(ただし、ブース、および
τEM謹のドアの関醗によって気配jこ10Paの変動があり、必ずノイズが現れる。また、センター祭

隣人り口の商翻きのドアの翻閉によって、約3Paの変動があることが分かっている。状却によっ
てノイズが出る可能性がある。)

・良いTEM試料の準備

。試料表E震のC，Pt-Pdコー・ティング→FIB→予様観警察→GentleMiII(仕上げイオン研磨)

OWireSaw(切断〉→DimpleGrinder(機械研腐)→lonPolishing (イオン研薦)→ GentleMiII 

Z争イオンクリーナ2争ぜームシャワー

|感配・非常に多くの人が関わった。ご協力を賜った。貴重な経験となり、ありがとうございました。

「一一・いろいろな問題点が絶えずあり、大塚先生や前之園先生に相談した。特に資金面では
佐々木前センター長によく相談した。

-カタログの数値に表れない内容等について、装置のデモ調査は非常に有効である。

・全体からすれば非常に短時間であったが関係者聞の打ち合わせで状況が太きく好転し
た。

|今後:I "TEM3台 体 制 → TEM3台+STEM1台体制(+試料作製装置の充実)

「一一・新たに雇用された2名のナノテク支援員の育成(富取・ナノテク支援拠点長、前之園先生)

"TEM試料作製室・TEM関係備品室の整備(山田センター長)

・外国人学生等への指導支援(大塚先生、アンブリ先生)

・近いうちに、興味をもたれる教員の先生に対して、簡単なデモで紹介することを計画。

.新しい機能であるSTEMとCs補正器Iこ関する文献を集めてライブラリにする。

-他太学で問機種を使用・維持・管理している方との情報交換ができればと考えている。

" 1， 2ヵ月後IこJEOLによる応用トレーニングを受講する予定である。

・試料の状態やTEM試料の作製が必要かどうか等によって、装置の稼働状況やスループッ
トは変わってくるが、装置の特徴を活かせるよう根気よく観察したい。
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質量分析分野
依頼分析効率化と新しい取り組み

1.依頼分析と実習

2.装置導入とメンテナンス

3.出張・基礎科学実験デモ等

北陸先端科学技術大学院大学

技術サービス部

ナノマテリアルテクノロジーセンター
大坂一生

質量分析について

[質量分析の流れ]

a)試料をイオン化

b)そのイオンを質量電荷数比によって分離・検出

|質量分離ト直面

MCP 
2次電子倍増管

四重極

三連四重極

イオントラップ

TOF 
TOFTOF 
磁場FTMS
電場FTMS
QTOF 
ITTOF 

EI 

ESI 
MALDI 

FAB 
CI 

APCI 
APPI 

ICP 

C

C

E

 

G

L

C

、
、
、
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[管理装置一覧l

FTICRMS 
新規FTICRMS
LC-MS 
GC-MS 
MALDI-MS 
L-SIMS 
ICP-MS 

管理装置

特長:イオン化法と質量分離部の組み合わせで異なる
高感度，破壊分析

管理体制:職員一人で装置の維持管理・実習講習・依頼分析対応・新しい分析法の
情報収集と研究を実施
緊急時・不在時には，他の職員一人にメンテ補助のみ依頼

1.依頼分析業務

学内外の質量分析依頼に対応

r MALDIで分解
例〈イオン化時に反応

L MALDIとESIの関係

相談をすることで測定回数を減らし業務の効率を上げた
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分析依頼件数(2009年3月・2010年5月}

ESI-FTICRMS 
GC-MS 
ICP-MS 

依頼件数

全440件
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ESI-MS 

講習・実習

講習と実習を受講し、認められた者が装置を使用できる
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[実習内容]
MALDI:低分子、高分子、Mw.3・5000の物質、力チオン化剤検討

ESI: 低分子、高分子、クラスタ一、力チオン化剤検討
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実習の問題点

I試料調製に重点をおき実習]
理由1:装置を汚しながら測定する破壊分析のため

理由2:試料中の微量不純物を検出してしまうため

(成分が多いと，イオン化の競争もおこる)

今年度

実習の件数:32件 実習の件数:64件

濃度計算の計算式の提示

可能な限り依頼ではなく、実習を実施

2.装置導入とメンテナンス

ー新規FTICRMS導入

メンテナンス作業一覧

FTICRMS:フーリエ変換型イオンサイクロトロン共鳴質量分析計

a)質量分析装置の中で最も分解能が高い種類の装置

b)分解能が高いため，精密質量分析が可能である

c)磁場が強いものは分解能が高いため，高い質量領域の

組成解析が可能となる

|日FTICRMSは7T，新規FTICRMSは9.4T
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新規FTICRMS導入

a)天井工事

b)設置場所確保

(MALDI-MS移設)

c)室外機設置と工事

d)クエンチパイプ管工事

e)分散板検討

。導入経路打ち合わせ

g)マグネット導入と調整

h)力一卜部分導入

i)各部品組み合わせ

j)真空引き

k)業者性能確認

超電導マグ、ネットは冷却された状態で輸入した

定期保守以外のメンテナンス作業一覧

|日FTMS:真空表示計・・・表示パネル故障

ターボポンプ異常音・・・予定より早くグリスアップ
冷却水循環器用UPS停止・・・ヒューズ切れ
電気ノイズ・・・セルコントロールユニットにより検出されるノイズは

大きく異なることがわかった

MALDI:劣化した窒素レーザー交換
レーザー軸ずれの補正

LC 

オイル漏れのロータリーポンプを交換・・・予定よりも早かった
感度低下のため，検出器交換.同時に再チューニング
メンテ作業後に緊急停止したターボポンプを交換
ターボポンプ緊急停止に伴い，フィラメントが断線した

イオンゲージを交換
故障して数値を表示できなくなった真空表示パネルを交換
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その他の取り組み

-作成したマニュア)!.-
l)FTICRMSメンテナンスマニュアル作成
2)英語版FAB-MSマニュアル作成

・作成検討中のマニュアル
新しいFTICRMSの簡易マニュアル作成

新規FTMS以外の装置6台のマニュアル(日本語・英語)が完成

盟宜量迎

一般的な手法とは異なる分析法の取り組み

目的最先端の研究に対応するために
セン告ーとして独自の分析技術を検討するl-…ーを前処理法として検討

異分野の実験専門の方への相談
研究新しい分析法の検討

l.T.K旭国語気ム且盟且A，1h持出.T. Kawai， H勘抽h旬嗣a皿皿脚， .血岨dK.百可回醐'島pn>旬血c副侃メ肉a副丘阻 h肺旬困dwi也Li排酔t血.，函h
Lid淘訓1ゆ岨d 2，4-D血並血司咽μ向環4均刷d世恒z皿血竃阻亙血M恩 by MAlD:且I目一4τ咽。田Fιベ剖M附3乳， 1.M聞骨帥宿皿~SO関IÇ.Jpn吻，， 2随醐9矢， S野7; 3幻71日一-3閉77 7 
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3.出張、基礎科学実験デモ

[出張]期間 2009年3月-2010年6月

2009.3.13京都先端ナノテク総合支援ネットワークシンポジウム参加

2009.4.21・22FTMS"QTOFによる生体試料質量分析セミナー参加

2009. 5. 13-15第57回質量分析総合討論会発表

2009.9.23・27第58回日本分析化学会年会発表

2010.2.26・27メタボロミクスセミナー参加・大学見学

2010.6. 15-18第58回質量分析学会総合討論会，兼第1回アジア
オセアニア質量分析会議発表

学会は，数少ないFTMS使用者との情報交換の場でもある

見学対応・実験補助・実験デモ

a) 2009年オープンキャンパス
・化学系と生物系の受験希望者の装置見学一部対応
.技術サービス部で色素増感電池担当

b) 2009年子供マイスターウィーク

-偏光実験デモ担当

c) 2009年ナノテクコース授業
・質量分析実習補助(10月、 8名参加)

ペプチドのESI-MS、MALDI-MS実習担当

の2010年オープンキャンパス
・技術サービス部で偏光実験を担当
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学内・学外における技術支援業務 | 

ならびに人材育成プログラムについて|

1. 通常業務:液化業務

2. 通常業務:技術サービス制度・技術アドバイザー・ナノテク支援

3. 若手専門人材育成プログラムの経過

図1 液化機本体

所属:技術サービス部

技術職員 村上達也

液体ヘリウムを必要とする装置が多数導入

超伝導量子干渉計(SQUID)

超伝導マグネット(SCM)

核磁気共鳴装置(NMR)

電子スピン共鳴装置(ESR)

一ζ二」

高価な液体ヘリウムを効率よく、

低いコストで、 安定して供給するために、
工作棟内にヘリウム液化室が設置。
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-液化機ならびに周辺機器の稼動状況:良好

-液体ヘリウムの供給状況:良好

-トラブルシューティングの内容をノートヘ記載(マニュアル化を目標)

スピードセンサー交換・タービン交換・..

-他機関の液化機の定期保守の情報を継続的入手:メンテナンス等ヘ反映

ex.理研液化設備の水素ガス除去対策

2 

.1学内学外に対する支援業務問2…固まで-

2006年技術サービス制度 開始

①|特徴
大学の最新鋭設備を利用して、民間・公設の研究機関、試験機関等では

対応できない測定・試作・試験を、また、大学の知識を活かして有料で技術指導等を実施

2006年技術アドバイザー制度 開始

②|特徴
共通装置の使用法指導:ダイシングマシーン、原子間力顕微鏡、ワイヤーボンディング・.. 

2007年ナノテク支援サービス制度開始

③|特徴 ー

大学等が有する先知的な研究施設・機器の無料で共用を進め，イノベーションにつながる
成果を創出するために、 文部科学省が新たに開始した委託事業

( 上記3つのカテゴリを三位一体とした支援業務を実施

3 
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112学内戦に対する支援業務問2…固まで-

原子間力顕微鏡(AFM)@ナノセンター2階

pcmo-740-0.4um-a 

pcmo740.0.005 

Digitallnstruments 

Numberoiに samples 

ImageData 
Datascale 

x 2.000μm/div 
z 200.000nmjdiv 

viewangle 

lightangle 

図 2 酸化物薄膜の表面形状:高さ数100nmオーダーのグレインを確認

.試料の表面の形状分析をするために使用

・技術アドバイザー業務:装置の使用法に関する指導

4 

.学内学外に対する支援業務仇(……固までI
ウエハーダイシンゲマシーン@ナノセンタ-1階

イヤモンドカッター

図.3ダイシングマシーンを用いた基板力ットの様子

-基板(例えばSi基板)を研究に都合の良いサイズにカットするために使用

.技術アドバイザー業務:装置の使用法の指導

(2010年4月に装置のリプレイスを実施した)

5 



63

.4学内学外に対する支援業務問2…固まで.
X線電子分光装置(XPS)マテリアル3棟1階 可石膏亘函玉孟面高ル圃 ・示百可面面玉孟面，

~::~::=:・:::~::=:
CIo~__1). 

図.4液体プロセスで作成された薄膜のデプスプロファイル

-サンプル表面lこX線を照射し、生じる光電子のエネルギーを測定することで、

サンプルの構成元素とその電子状態を分析するために使用

・ナノテク支援制度の装置担当者として学外の研究者・企業へ技術的支援を実施

6 

-学内学外に対する支援業務問2…固まで.
内容 件数

技術アドバイザー:AFM 15(共著論文3本)

技術アドバイザー:ダイシングマシーン 3 

技術アドバイザー:XPS 26 

技術アドバイザー:電子線蒸着装置 2 

技術アドバイザー:ワイヤーボンデ、イング装置 1 

技術サーピス制度:UPS 1 

技術サービス制度:島田E立ち上げ・薄膜のリスト作成 30 

技術サービス制度:スバッタ装置立ち上げ・薄膜のリスト作成 30 

技術サービス制度:民間企業からサンプル試作依頼・会社訪問 10 

ナノテク支援:XPS測定 畳量豊畳

オープンキャンパスに関する取組み

ー企画立案等の打ち合わせに参加・デモを実演ー 仁今盟副

資格:知財検定3級受験 昨通常業務に町スキルアップ

7 



64

31 若手専問育成プ的ムー~'I'I!]年 i[']…タート

文部科学省大学等産学官連携自立化促進プログラム

若手専門人材育成プログラムの概要について

趣旨
・産学官連携活動に関する情報収集・分析能力・その活用に関する実践的能力に長けた事務職員

.幅広い『産』のニーズのわかる技術職員
・産学官連携に関する実践的能力を持つコーディネート人材

の3つのタイプの人材に対応するコースを通じて、計画的かつ継続的に若手専門人材を
育成することによって、産主幹官連携活動の質の向上を図る。

育成対象者及び人数 (1期につき}

.事務職員/1名
・技術職員/1名

・産学官連携研究員(ポスドク相当)/3名

8 

学生への教育・技術貢献

業務に関する自己啓発

教員への盟宜主撞・技術貢

て了
産のニーズがわかる

専門前技術コーディネーター
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33若 手 専 問 育 成 刈 ジ ウ ム

⑦幅広い「産Iのニーズのわかる技術職員像の調査

「北陸先端科学技術大学院大学若手専門人材育成シンポジウム」

〔開催日〕平成21年3月3日(火)13 : 00-17: 00 
〔会場〕一橋記念講堂(東京都千代田区一ツ橋2-1-2学術総合センター肉)

〔参加者数) 144名

〔目的〕

・産学官連携の今後を担うことが期待される若手専門人材を育成するうえでの

諸課題を浮き彫りにするとともに、それらを克服するための手掛かりを得る

・シンポジウムの企画・立案・集客まで幅広く参画することで企画立案能力の向上を図る

当日の流れ

10:00 -12:30: 技術職員の育成に関する情報連絡会
13:00 -17:00: 北陸先端科学技術大学院大学若手専門人材育成シンポジウム

(第1部、第2部)

34若 手 専 問 育 成 山 ジ ウ ム

技術職員による情報連絡会

大学 | 発墨書イトル

大学共同利用機関法人商工ネJレギー臓器研究糊|高エネルギー加速嗣究欄技術職員の研糊度について

太学共同利用樺開法人高エネルギー加速器研究濁構|高エネルギ一如速器研究極構掠術職員専門課程研修について

沖縄高専

沖縄高専

京都大

新渇大

電気通信大学

東京工業大学

東京工業大学

名古屋工業文学

奈良先端大

大阪大学

大阪大学

岩手大

岩手大

技術職員の人材育成についてー京都大学原子炉実験所技術室の場合一

『電気通信大学における技術部集合研修について」

東京工業大学技術部半導体・MEMS支援セン事ーにおける人材育成

『研修企画の取り組みと人材育成プログラム」

『名古屋工業大学技術部組織での人材育成』

NAIST技術職員の研修移加プロセスと問題点

『大阪大学及び理学研究科の職員研修について」

『大阪大学及び理学研寛科の職員研修について」

岩手太学技術部における技術職員研修の現状

岩手太学技術部における技術職員研修の現状

参加された技術職員の人数:40名以上

10 

11 
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35若手専門人材育成シンポジウム | 
技術職員による情報連絡会

12 

6若手専門人材育成河内ム

第1部
『人材育成プログラムを考える』をテーマとして話題提供

東京大学産学連携本部・(独)国立科学博物館・(財)日本立地センター

第2部
『国立大学法人における技術職員の育成と産学連携』をテーマとしてパネルディスカッション

山下勝比拡氏(株)東芝技術企画室理事
川田宏之氏 早稲田大学基幹理工学部教授

上松和義氏 新潟大学工学部技術総括
山田省二技術サービス部長・教授

13 
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37提言課題

提言

・産学連携において大学を変えるキーパーソンの一人が大学の技術職員なのではないか
.ノウハウを蓄積するためにも大学の技術職員が産学連携人材として重要である

課題

・営業的な感覚と経験が必要

・特許の理解とマーケティング能力

・学内の研究者とその研究内容についての理解能力
.企業訪問するための予算獲得

出張学内公開セミナー(一…固まで)
ー幅広い「産」のニーズのわかる技術職員像の調査ー

出張先・学内公開セミナー 成果

若手専門人材育成シンポジウム
産学連携に閲する人材育成の調査
技術職員と人事交流〈日人〉

中部イノペネット 産のニーズに閲する調査

平成21年度京都大学総合技術研究会 座長・人材育成の聞査・技術職員と人事交流 (20人〉

産のニーズに聞する調査
MEX金沢 企業の技術者と人事交流白人〉

技術サービス制度・ナノテク支援制度の紹介

第日国産学連携会瞳 産のエーズに関する闘査・人事交流 (10人)

口頭発表・技術職員の人材育成等の調査
人事支漉(10人〉

14 

平成21年度石川県地区国立文学法人等技術研修
シグマ光機〈株〉との人事交流・技術サービス制度の紹介
〈薄膜コーティングに興味を示している旨回答を頂いた〉

産のエーズに閲する闘査
異分野連携フォーラム ....4研究合同企画~ 企業の技術者と人事交流(10人〉

技術サービス制度・ナノテク支援制度の紹介

15 



68

3.9出張学内公開セミナー(問2…固まで)

ー幅広い「産』のニーズのわかる技術職員像の調査ー

出彊先・掌肉公開セミナー 成果

技術サービス制度受注 ・人事実施 (5人〉
県肉企集と技術サーピス制度の打ち合わせ (卒書生を獲得したいとの生の声を聞きだす〉

(本学教員との面醸希望を受け、実陪に面眼を実施〉

公開セミナー:蹟争的資金制度と獲得実践 競争的資金獲得のためのノウハウ蓄積の一助

公開セミナー:コーディネーシヨンのケースス事ディ
文部科学省産学連携コーディネーーから実際の実務肉容を
紹介頂いた

公開セミナー:期待される産学官連携コーディネ-~像 民間企書の観点から産学官連携コーディネー舎の望まれる
書を脱明頂いた

産学官連揚人材育成セミナー 技術職員と人事実施(10人〉

平成21年度高エネルギー加速・研究栂構技術研究会 技術蔵員の人材育成等の圃査・人事交涜 (5人〉

実行要員と研修生の蘭合わせ
喰略展開プログラム実行要員会，加

研修生に求められていることの確寵

学外に対する支援業務

内容 件数

技術サービス制度:MBE立ち上げ・薄膿のリスト作成 30 

技術ザーピス制度:スバッタ装置立ち上げ・薄膿のリスト作成 30 

技術サービス制度:民間企業からサンプル試作依頼・会社訪問等 10 

ナノテク支援 :XPS調~定 昼盤量生

よコー
今後の予定・課題

-技術サービス制度(薄膜作成等)で身につけた技術力・専門性を生かし

ナノテク支援・技術サービス制度の推進

-共同研究への橋渡しの仕組みづくり

-圏内と大学のネットワーク構築

16 

17 
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ナノマテリアルテクノロジーセンター

工作室業務の活動状況
平成21年度

報告内容

工作室担当技術職員

仲林裕司

・依頼工作(依頼件数推移・作業工数)
・講習(JIS製図講習・ガラス細工作業台利用講習)
.維持管理業務(工作機械メンテナンス報告)

依頼工作報告(件数推移)

年度別の依頼工作処理件数推移

H18年度より年間約200件前後で推移している
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依頼工作報告(工数内訳)

H21年度依頼工作業務の工数割合

-工作作業

・事務処理

・機械設計

約6割機械を用いた作業

約4割デスクワーク

依頼工作報告(工作事例)
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製図講習(J15製図講習)

-開催日時(場所:M3・4講義室

2009/08/03 

-参加人数 19名(教職員含)

-開催概要

・JISZ8311 '" Z8318， B0002 '" B0004， B0401， B0405 

B0621， B0021， B0031の基本的知識の習得と製図実習

.フライス盤，旋盤，ボール盤のビテ、オ作業クリップ視聴、

製図講習(ガラス細工作業台利用講習)

-開催日時場所 2009/08/26工作室

-参加人数 14名(研究員含)

-開催概要

・工作室の利用方法

-ガラス細工台の利用方法

(安全教育、準備、バーナーの取り扱い法、清掃他)

・質疑応答
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機器維持管理報告(2009年度実施一覧)

ワイヤー放電加工機 イオン交換樹脂交換作業
ステーシφ動作，ワイヤ回収ラインの不具合
加工液漏れ不具合
次期リプレースの検討

NCフライス盤 オイル交換

NC旋盤 オイル交換・精度点検作業

汎用旋盤 オイル交換・清掃分解作業
コレット旋盤自動送り機構の不具合
刃物台送り機構の軸摩耗による不具合
vベルト、テンションローラーへ7リング交換

LabVIEW 年間保守契約

汎用フライス盤 オイル交換及び精度点検

精密旋盤 オイル交換及び精度点検

LabVIEW保守契約、 NCフライス盤、 NC旋盤の精度点検は問題がない為、割愛する。

機器維持管理報告(ワイヤー放電加工機)

• 2009-3-3 

症状:ステージ走査時の瞬停

原因:部品劣化の可能性

対応:X，Yステージ用ドライバの交換、調整を実施

ワイヤ一放電加工機全景 交換するドライバ基板
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機器維持管理報告(ワイヤー放電加工機)

• 2009・3・3

症状:ワイヤーが回収できない場合がある

原因:アクチュエータの性能低下(運動軸の錆)

対応:部品の交換、調整を実施

ワイヤ一回収ライン アクチュエーターの不具合状況

機器維持管理報告(ワイヤー放電加工機)

• 2009-3-3 

症状:加工液が漏れる場合がある

原因:ポンプの性能低下、コーキング材劣化

対応:ポンプの交換，コーキング再塗布

ワイヤ一回収ライン
加工液吸い上げポンプ
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機器維持管理報告(ワイヤー放電加工機)

2009-4-23 

症状:力日工液が加工槽から頻繁に漏れる

原因:力日工時のスクラップ体積と樹脂部品劣化

対応:ジャバラ、アーム部品交換、スクラップ除去、清掃

除去したスクラップ(重さ:約1kg)

機器維持管理報告(ワイヤー放電加工機)

-昨今のメンテナンス傾向として

1.納入10年以降の部品劣化要因の修繕が増加

(特にコーキングや樹脂部の劣化が顕著)

2.ステージの寸法精度に大きな変化はなし

-メーカーの保守体制

1.機械系の保守は今後も対応可能。

2.電気系の保守は代替部品となる。

(電気部品の在庫減、廃番によるもの)
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機器維持管理報告(ワイヤー放電加工機)

.次期ワイヤー放電加工機の更新の検討

現行機:三菱電機 DWC90CR1('96.5納入14年経過)

検討課題

O作業内容に対し現行機と最新機の性能差による作業効率の比較検討
(現状作業の効率、最新機の加工方式、機能の追加等)

0メンテナンス性、耐環境性、リサイクル制度の比較検討
(ワイヤー使用量、使用済ワイヤー回収制度、簡易メンテナンス性等)

市場調査

O最新機のデモ試作を行い作業効率の調査
O展示会での最新機の実機調査

これらを実施しリプレースの必要性・時期の検討準備を行う

機器維持管理報告(精密旋盤)

• 2010-2-17精度点検結果合格(一部許容値限界付近)
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機器維持管理報告(汎用フライス盤)

• 2010ふ 30精度点検結果合格(一部許容値オーバー)

許容値O.02mm

納入時O.008mm

機器維持管理報告(各種汎用旋盤)

• 2009-12-20コレット旋盤の自動送り機構不具合

業者にヒヤリング原因:エプロンと母材が接触?(エプロン台の一部に接触傷)
自動送りは使える為、気付かず長期間放置状態に。

対策:自動送り機構の注意点を再確認し、実習で通知。
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機器維持管理報告(各種汎用旋盤)

• 2009-12-20刃物台送り機構の軸摩耗(全3台)
ハンドjレ側

摩耗によるハンドル遊び
(バックラッシュ)
修理前:O.5mm

修理後:O.lmmJ以下

機器維持管理報告(各種汎用旋盤)

• 2009-12-20 Vベルト(全台)，ベアリング交換(汎用旋盤)
チャック側

原因:ベルト(ゴム)劣化と摩耗、ベアリングの球の摩耗(納入'96.4)
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機器維持管理報告(機器維持計画加0)

サ-/¥ー用UPS交換 2011/1予定予算￥200，000

LabVIEW保守契約 2011/3予定予算￥200，000

汎用フライス盤、旋盤オイル交換 2010/8予定予算￥60，000

SolidWorks 保守契約検討 契約内容と価格を検討

まとめ(近年の業務傾向)

-依頼工作件数

・製図講習受講者

.工作機械利用者

・工作機械保守件数

所感

微増傾向

微増

減少

増加傾向
(全て昨年度比)

-依頼者が製図講習により基礎知識を得られたことで、依頼工作時の仕様

が以前よりも理解し易くなった。

-殆どの工作機械が納入後10年が経過し、樹脂・電気系部品の劣化因

による保全業務が増加傾向な為、機器の状態を注視する必要がある。


